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１．2025年３月期第１四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 2,464 9.5 318 16.6 352 16.1 236 19.7

2024年３月期第１四半期 2,250 △2.7 272 △17.7 303 △15.5 197 △17.9

(注)包括利益 2025年３月期第１四半期 230百万円( 15.5％) 2024年３月期第１四半期 199百万円(△17.1％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第１四半期 19.72 －

2024年３月期第１四半期 16.23 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 33,518 20,706 61.8

2024年３月期 34,017 20,668 60.8

(参考) 自己資本 2025年３月期第１四半期 20,706百万円 2024年３月期 20,668百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 14.00 － 16.00 30.00

2025年３月期 －

2025年３月期(予想) 16.00 － 17.00 33.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 4,846 4.1 627 4.4 706 5.4 461 64.7 38.50

通期 10,389 3.1 1,759 7.8 1,916 8.7 1,253 41.1 104.62

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年３月期１Ｑ 12,306,795株 2024年３月期 12,306,795株

② 期末自己株式数 2025年３月期１Ｑ 323,900株 2024年３月期 323,900株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期１Ｑ 11,982,895株 2024年３月期１Ｑ 12,167,695株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する
説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における日本経済の概況は、先行きについては雇用・所得環境が改善する下で、各種政

策の効果もあり緩やかな回復が続くことが期待されます。しかしながら、欧米における高い金利水準の継続に伴う影

響や中国経済の先行き懸念など、海外景気の下振れが国内景気を下押しするリスクがあります。また、物価上昇、中

東をめぐる情勢、金融資本市場の変動等の影響に十分注意する必要があります。

このような環境下におきまして、当社グループは周辺売上増強、新商品・新サービスによる収益源の確保に努める

とともに、コスト改善による利益率維持向上に努めてまいりました。

セグメントごとの業績は以下のとおりであります。

① 冠婚事業

当事業では、コロナ禍を経て新しい生活様式が普及し、よりプライベートな空間や形式にこだわらないウェディン

グスタイルへの変遷がみられ婚礼市場は持ち直しております。その中で、ＳＮＳやＷｅｂ、常時看板など露出を増や

し施設周辺エリアの告知を強化、フォトウェディングや成人式などの各種衣装レンタルや写真撮影といった商品の販

売強化を行いました。また、企業や団体への営業を強化し新規宴会の獲得を行いました。

しかしながら、婚礼施行組数は前年同期に比べ減少となり、売上高は56百万円（前年同期比7.5％減少）、営業損失

は4百万円（前年同期は3百万円の営業利益）となりました。

② 葬祭事業

当事業では、建物貸切型の葬祭施設として2024年５月に「湘和会館竹松」を開業し順調に施行件数を伸ばしまし

た。

人の尊厳を大切にし故人とゆっくり寄り添える貸切個室型安置室「貴殯室」をはじめ、多様化するご安置ニーズに

対応するべくご面会頂ける時間や施設選択の見直し、故人を生花で囲んで送る「花園」や想い出の品々で人柄を表現

する「追悼壇」、オブジェや装飾と生花を融合させた「追悼生花祭壇」、重低音から超高音まで原音を忠実に再現す

る「オリジナル大型スピーカー」により故人を偲ぶ音楽葬の提案、その他社内製作によるオリジナル商品を通じてご

家族の方々の想いを形にする提案を継続して行っております。

また、当社独自となる生前相談の研修であるカウンセリングセールストーク研修、潜在的な想いを当社オリジナル

商品を通じて具現化するコンサルティングセールストーク研修を常に現場で行えるよう、管理職に対して改めて実施

するとともにパンフレットなどのツール刷新を行いました。

その結果、当第１四半期連結累計期間において、当社主要エリアにおける死亡人口増減率が前年同期に比べ上昇す

る中、施行件数及び葬祭一件単価が増加したことにより、売上高は2,122百万円（前年同期比10.8％増加）、営業利益

は559百万円（前年同期比11.9％増加）となりました。

③ 互助会事業

当事業では、葬儀施行において互助会利用件数が増加したことにより、売上高は51百万円（前年同期比11.4％増

加）、営業利益は28百万円（前年同期比24.4％増加）となりました。

④ 介護事業

当事業では、認知症対応型共同生活介護と通所介護において積極的な営業や適切な待機者管理により稼働率を上げ

たものの、小規模多機能型居宅介護において利用者が減少したことや全体として人件費が嵩んだことにより、売上高

は278百万円（前年同期比1.7％増加）、営業利益は10百万円（前年同期比0.8％減少）となりました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は2,464百万円（前年同期比9.5％増加）、営業利益は318百

万円（前年同期比16.7％増加）、経常利益は352百万円（前年同期比16.1％増加）、親会社株主に帰属する四半期純利

益は236百万円（前年同期比19.7％増加）となりました。

なお、各事業の売上高、営業損益はセグメント間の取引による金額を含んでおります。



平安レイサービス株式会社(2344) 2025年３月期 第１四半期決算短信

3

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の連結財政状態は、総資産は前連結会計年度末に比較して499百万円の減少となりまし

た。流動資産では、法人税等の支払い等により現金及び預金が447百万円減少しました。固定資産は、建物及び構築物

の取得172百万円等により有形固定資産が114百万円増加、供託金の減少179百万円等により投資その他の資産が252百

万円減少しました。

負債合計は、前連結会計年度末に比較して537百万円の減少となりました。流動負債では、法人税等の納付により

未払法人税等が261百万円減少しました。固定負債では、前払式特定取引前受金が80百万円減少しました。

純資産は、前連結会計年度末と比較して38百万円の増加となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2024年５月７日に公表いたしました業績予想のとおりであります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,631,051 8,183,404

売掛金及び契約資産 246,422 261,153

商品及び製品 40,567 41,385

原材料及び貯蔵品 147,351 147,061

その他 130,776 205,192

貸倒引当金 △3,100 △3,100

流動資産合計 9,193,068 8,835,097

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,125,549 6,195,602

機械装置及び運搬具（純額） 197,734 227,633

工具、器具及び備品（純額） 172,324 172,139

土地 9,848,178 9,849,242

建設仮勘定 238,572 252,333

有形固定資産合計 16,582,360 16,696,951

無形固定資産 54,053 50,722

投資その他の資産

投資有価証券 592,365 583,570

長期貸付金 10,000 10,000

繰延税金資産 369,377 318,273

供託金 5,416,000 5,237,000

その他 1,800,475 1,786,643

投資その他の資産合計 8,188,218 7,935,487

固定資産合計 24,824,631 24,683,161

資産合計 34,017,700 33,518,259
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 196,203 155,955

未払法人税等 338,103 76,599

未払消費税等 150,718 97,289

掛金解約手数料戻し損失引当金 1,201 1,081

その他 758,058 652,552

流動負債合計 1,444,285 983,478

固定負債

役員退職慰労引当金 83,912 83,912

退職給付に係る負債 198,240 199,948

資産除去債務 160,722 161,082

前払式特定取引前受金 11,428,936 11,348,172

その他 33,161 34,724

固定負債合計 11,904,972 11,827,841

負債合計 13,349,258 12,811,319

純資産の部

株主資本

資本金 785,518 785,518

資本剰余金 2,838,393 2,838,393

利益剰余金 17,310,887 17,355,508

自己株式 △265,725 △265,725

株主資本合計 20,669,072 20,713,693

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △630 △6,754

その他の包括利益累計額合計 △630 △6,754

純資産合計 20,668,442 20,706,939

負債純資産合計 34,017,700 33,518,259
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

売上高 2,250,701 2,464,103

売上原価 1,601,251 1,718,616

売上総利益 649,449 745,487

販売費及び一般管理費 376,811 427,467

営業利益 272,637 318,019

営業外収益

受取利息 153 716

受取配当金 203 18

掛金解約手数料 6,910 6,537

受取家賃 11,573 12,621

その他 15,886 18,696

営業外収益合計 34,726 38,590

営業外費用

供託委託手数料 74 75

掛金解約手数料戻し損失引当金繰入額 38 223

保険解約損 527 804

減価償却費 2,645 2,623

その他 207 177

営業外費用合計 3,493 3,904

経常利益 303,871 352,705

税金等調整前四半期純利益 303,871 352,705

法人税、住民税及び事業税 55,852 62,099

法人税等調整額 50,572 54,258

法人税等合計 106,425 116,358

四半期純利益 197,446 236,347

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 197,446 236,347
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

四半期純利益 197,446 236,347

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,872 △6,123

その他の包括利益合計 1,872 △6,123

四半期包括利益 199,318 230,224

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 199,318 230,224

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前第１四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月27日
定時株主総会

普通株式 182,515 15 2023年３月31日 2023年６月29日 利益剰余金

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

当第１四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年６月27日
定時株主総会

普通株式 191,726 16 2024年３月31日 2024年６月28日 利益剰余金

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

（会計方針の変更に関する注記）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28

号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っております。これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当第１四半期連結会計期間の期首から適

用しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の

四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。これによる前年四半期の四半期連結財務諸表及び前連結

会計年度の連結財務諸表に与える影響はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報
(単位：千円)

報告セグメント
その他
（注）

合計
冠婚事業 葬祭事業 互助会事業 介護事業 計

売上高

顧客との契約から生じる
収益

60,560 1,915,140 － 274,190 2,249,891 810 2,250,701

その他の収益 － － － － － － －

外部顧客への売上高 60,560 1,915,140 － 274,190 2,249,891 810 2,250,701

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － 45,827 － 45,827 － 45,827

計 60,560 1,915,140 45,827 274,190 2,295,718 810 2,296,528

セグメント利益又は損失(△) 3,823 500,087 22,603 10,546 537,061 △685 536,375

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)
(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 537,061

「その他」の区分の損失 △685

全社費用(注) △263,737

四半期連結損益計算書の営業利益 272,637

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報
(単位：千円)

報告セグメント
その他
（注）

合計
冠婚事業 葬祭事業 互助会事業 介護事業 計

売上高

顧客との契約から生じる
収益

56,025 2,122,758 － 278,717 2,457,500 6,603 2,464,103

その他の収益 － － － － － － －

外部顧客への売上高 56,025 2,122,758 － 278,717 2,457,500 6,603 2,464,103

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － 51,053 － 51,053 － 51,053

計 56,025 2,122,758 51,053 278,717 2,508,554 6,603 2,515,157

セグメント利益又は損失(△) △4,908 559,693 28,110 10,464 593,360 787 594,147

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。
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２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)
(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 593,360

「その他」の区分の利益 787

全社費用(注) △276,127

四半期連結損益計算書の営業利益 318,019

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

減価償却費 143,600千円 145,025千円
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2024年８月７日

平 安 レ イ サ ー ビ ス 株 式 会 社

取 締 役 会 御 中

オ リ エ ン ト 監 査 法 人

東 京 事 務 所

指定社員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 西 田 誠

指定社員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 田 中 力

指定社員

業 務 執 行 社 員 公認会計士 髙 梨 良 紀

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている平安レイサービス株式会社の2024年４月１日から

2025年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2024年４月１日から2024年６月30日まで）及び第１四

半期連結累計期間（2024年４月１日から2024年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借

対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（た

だし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記

載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、

また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手した

と判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記

載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による

重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用すること

が含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国におい
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て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項

に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を

開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュ

ー手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引

所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表

に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されてい

る。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前

提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に

注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期

連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビ

ュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続でき

なくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１

項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表

等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる

事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単

独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。


